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（百万円）

23年12月期 24年12月期

中間 実績 中間 実績 増減額 増減率

売上高 8,800 8,542 △258 -2.9%

営業利益 926 647 △278 -30.1%

営業利益率％ 10.5% 7.6% -2.9p -

経常利益 1,091 833 △258 -23.7%

経常利益率％ 12.4% 9.8% -2.6p -

親会社株主に帰属する中間純利益 729 585 △143 -19.7%

科目
前年比

連結決算ハイライト （前年同期比・中間決算）

 売上高は、前年のEco新規事業の官公庁からの案件等が減少したため、8,542百万円（前年同期比2.9％減）となりました。当社は、社員の

生産性をあげるためのオフィス環境整備に170百万円の設備投資（内訳：販売管理費の増加50百万円、固定資産の取得120百万円）を

行っております。そのため、営業利益は6４７百万円（前年同期比30.1％減）となりました。なお、経常利益は為替差益185百万円等により

833百万円（前年同期比23.7％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は585百万円（前年同期19.7％減）となりました。
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926

△258 198 △217

647

営業利益の増減要因 （前年同期比・中間決算）

売上高 減 売上原価 減 販管費 増

売上高は、官公庁等の大型案件が度減少したことに
より減収となりました。

一方で、ITセキュリティ事業を中心に、自社製品・サー
ビスの売上は堅調に推移しており、粗利率は改善して
います。

生産性向上に向けた、オ
フィス環境の整備など
の人的投資を拡大した
ことにより販管費が増
加しています。

営業利益率 ： 7.6%

（同前年： 10.5%）

（百万円）

営業利益 営業利益

2023年
１２月期
中間

2024年
１２月期
中間
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セグメント別業績 （中間決算）

（百万円）

セグメント利益・損失

202４年度

202３年度

2022年度

売上高
（百万円）

概況

• 前年同期の粗利率が高い自社製品による官公庁向け
大型案件がなくなり、セグメント利益は減益となりま
した。

• 映像送信系「Smart-telecaster シリーズ」の国内外
のパブリックセーフティ分野への販売により、売上高
は増収、セグメント利益を計上しました。

• 主に既存の人感センサーのみの販売だったため、売上
高は減収、アナログエッジAIの開発費等で前年同期と
比較しセグメント損失は拡大しました。

ITセキュリティ

映像コミュニケーション

Eco 新規事業開発
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追加資料

5

各事業セグメントの取り組み

 ITセキュリティ事業

 映像コミュニケーション事業

 Eco新規事業開発
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 昨年度に集中した政府系大型案件の剥落した分、上半期は売上が減少しました。

一方、次の観点から、持続的な成長を見込んでいます。

ITセキュリティ事業

事業トピックス （中間決算）

【製品の観点】 主力製品の『NetAttest』と次期主力製品の『Soliton OneGate』の売上が好調

 『NetAttest』は、戦略的な価格改定と対応プラットフォームを拡大した結果、上半期で
前年同期比で売上高が+8%伸長。

 『Soliton OneGate』は、前年比で200%の成長を維持。さらに5月に国産IDaaSで唯一の
ISMAP認証を取得し、商品の優位性が向上。

【営業・体制】 業種や地域に特化した営業体制を強化し、案件が増加中

 民需事業開発（BD）組織を新設。業種に特化した販売シナリオを社内およびパートナ様に展開。

 サイバーセキュリティ対策の提案力を強化し、パートナリングも含めカバレッジを増強。特に金融
や医療、重要インフラ業種を中心に売上が増加している。

 手薄であった中国・四国の営業体制を強化。自治体案件を中心に前年同期比で2桁増のペース
で案件が増加している。
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ITセキュリティ事業における主力製品
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ITセキュリティ事業
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ITセキュリティ事業

次期主力製品である 『Soliton OneGate』

導入事例-① 【豊田合成株式会社 様】

 『Soliton OneGate』とは、デジタル証明書による多要素認証(MFA)でクラウドに点
在する企業の情報資産を不正アクセスから守る、ID認証サービスです。



9© 2024 Soliton Systems K.K. 9

ITセキュリティ事業

『Soliton OneGate』 について 

導入事例-② 導入事例-③
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 主力製品である映像伝送システム「Smart‐telecasterシリーズ」は、国内外のパブリックセーフ
ティ分野への販売が好調に推移しており、売上高は増収、セグメント利益を計上しました。
また、当技術をベースに、自動運転車や建機等の遠隔監視・操縦を行う支援システムの開発を進め
ており、実用化に向けてメーカーや自治体、通信事業者等との実証実験が始まっています。

映像コミュニケーション事業

事業トピックス （中間決算）

【Smart-telecasterシリーズの強み】

 マルチリンク

 短遅延性能

［製品］

ハードウェアエンコーダー

システムへの組み込み用ソフトウェア

映像の共有・閲覧用クラウドサービス

自動運転レベル4の支援システム

 不安定な通信環境下でも安定した伝送が可能（マ
ルチリンク）。信頼性を重視するパブリックセーフ
ティ分野を中心に、国内外で案件が増加。

 自動車や建機等を遠隔地で監視・操縦するには短
遅延性能が必須。DXや効率化の観点から、遠隔
監視・操縦システムの導入を進める企業が拡大。
導入に向けた実証実験が進められている。

 また、自動運転レベル4の実用化に向けた支援シ
ステムとして当社の遠隔システムを採用する自治
体、企業が拡大。自動運転の支援システムのトッ
プランナーとしてスタンダードを目指す。

遠隔システム
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Eco新規事業開発

事業トピックス （中間決算）

 投資事業である、超低消費電力を実現するアナログエッジAIチップの開発については、試作品のリ
リースに向けて開発を加速させています。

『超低消費電力を実現』

アナログ回路を使用することで、一般的なエッジAI
チップと比較し、圧倒的な超低消費電力（数100μW
以下）での推論と学習の高速処理を実現

この度、2024年1月20日（土）に月面への着
陸に成功した小型月着陸実証機SLIM 
(Smart Lander for Investigating 
Moon)のピンポイント着陸を支援したとして、
JAXA（宇宙航空研究開発機構）より、感謝状を
いただきました。

アナログエッジAIチップの開発 LUPEXローバー向け宇宙用FPGA
実装設計を支援

JAXAとインド宇宙研究機関（ISRO）が協働する
「月極域探査機（LUPEX: Lunar Polar 
Exploration)プロジェクトにおける三菱重工業
株式会社のLUPEXローバ開発において、当社
はLUPEXローバ向け画像航法アルゴリズムの
宇宙用FPGA（Field Programmable Gate 
Array）への実装設計を支援します。

半導体開発 その他、半導体関連技術による取り組み

SLIMのピンポイント着陸を支援
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会社概要

社名 株式会社ソリトンシステムズ（Soliton Systems K.K.）

本社 東京都新宿区新宿 2-4-3

設立 1979年3月1日

役員 代表取締役社長 鎌田 理

資本金 13億2,650万円

業績 売上高：190億円（2023年12月期・連結）

従業員数 659人（2023年12月31日現在・連結）

拠点
本社 ミライナタワーオフィス（東京都） 大阪営業所 札幌営業所 福岡営業所 名古屋営業所 東北営業所
開発分室（東京都） 長野開発分室 山形総合開発センター ロジスティックセンター

関係会社

索利通網絡系統有限公司（中華人民共和国）
Soliton Systems, Inc. Y Explorations, Inc. （米国）
Soliton Systems Europe N.V. （オランダ）
(株)Sound-FinTech その他１社

上場市場 東京証券取引所 プライム市場 証券コード 3040
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【将来に関する記述等についてのご注意】
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する
主旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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